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第 1 章 資産の特質
1.a 締約国
日本

1.b 地方
長崎県・熊本県

1.c 資産の名称
長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

1.d 所在位置
日本政府が世界遺産一覧表への記載を推薦する「長崎と

天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」は、東アジアの東端

にあたる日本列島の九州島の西北沿岸及びその西北海上の

島嶼部に位置する。

推薦する資産は12の構成資産からなり、各構成資産の

所在地については表 1-001 に記すとおりである。
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表 1- 001構成資産の所在及び面積

番号 構成資産の名称 所在地 緯度・経度 緩衝地帯の面積
(ha) 地図番号構成資産の面積

(ha)

001

004

002

003

005

006

010

009

008

007

012

011

原城跡

天草の﨑津集落

平戸の聖地と集落
（春日集落と安満岳）

平戸の聖地と集落
（中江ノ島）

外海の出津集落

外海の大野集落

久賀島の集落

奈留島の江上集落
（江上天主堂とその周辺）

頭ヶ島の集落

野崎島の集落跡

大浦天主堂

黒島の集落

長崎県南島原市

熊本県天草市

長崎県平戸市

長崎県平戸市

長崎県長崎市

長崎県長崎市

長崎県五島市

長崎県五島市

長崎県南松浦郡
新上五島町

長崎県北松浦郡
小値賀町

長崎県長崎市

長崎県佐世保市

N  32°37′44″
E 130°15′16″

N  33°20′22″
E 129°26′38″

N  33°22′25″
E 129°27′52″

N  32°18′44″
E 130°1′33″

N  32°50′42″
E 129°42′2″

N  32°51′53″
E 129°41′9″

N  33°11′13″
E 129°7′46″

N  33°0′44″
E 129°10′58″

N  32°47′26″
E 128°52′48″

N  32°48′8″
E 128°54′14″

N  33°8′21″
E 129°32′13″

N  32°44′3″
E 129°52′12″

1,181.60

1,934.27

152.14

479.25

198.22

1,824.40

934.76

228.48

3,589.98

1,581.65

47.68

図1-005

図1-007

図1-009

図1-011

図1-013

図1-017

図1-019

図1-023

図1-021

図1-015

図1-025

48.48

320.50

2.96

1.28

35.07

58.09

704.75

111.48

94.11

3,732.72

458.99

0.91

5,569.34 12,152.43合　計
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図1- 004 推薦資産及び緩衝地帯の位置図

1.e 資産範囲及び緩衝地帯の範囲図

9
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図 1- 005 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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001 原城跡

図 1-006 資産拡大図（001 原城跡）
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002, 003平戸の聖地と集落
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図 1- 007 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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002, 003 平戸の聖地と集落

図 1-008 資産拡大図（002, 003 平戸の聖地と集落）
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004天草の﨑津集落
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図 1-009 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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004 天草の﨑津集落

図 1-010 資産拡大図（004 天草の﨑津集落）



第１章資産の特質

17

005外海の出津集落
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図 1-011 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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005 外海の出津集落

図 1-012 資産拡大図（005 外海の出津集落）
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006外海の大野集落

    

  

                                   

  

                                   

122
99°

4°4
1’

    

  

                                   

  

                                   

32322°°5533’

122
99°

4°4
2422
’

    

  

                                   

  

                                       

  

                                   

  

                                       

  

                                   

  

                                       

  

                                   

  

                                   

32322°°52522’

    

  

                                   

  

                                   

産産構成資産

    

  

                                   

  

                                   

衝衝緩衝地帯

    

  

                                   

  

                                   

332°51’2°51’°51’51’’

    

  

                                   

  

                                   

scale = 1/20,000

0 0.2 0.4 0.6 0.8    

  

                                   

  

                                   1.0 (km)

N

    

  

                                   

  

                                       

  

                                   

  

                                   

図 1-013 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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006 外海の大野集落

図 1-014 資産拡大図（006 外海の大野集落）
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007黒島の集落
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図 1-015 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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007 黒島の集落

図 1- 016 資産拡大図（007 黒島の集落）
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008野崎島の集落跡
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図 1-017 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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008 野崎島の集落跡

図 1-018 資産拡大図（008 野崎島の集落跡）
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図 1-019 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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009 頭ヶ島の集落

図 1-020 資産拡大図（009 頭ヶ島の集落）
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図 1-021 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）



第１章資産の特質

28

010 久賀島の集落

図 1-022 資産拡大図（010 久賀島の集落）
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011 奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）
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図 1- 023 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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011 奈留島の江上集落

図 1- 024 資産拡大図（011 奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺））
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012大浦天主堂
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図 1- 025 資産及び緩衝地帯の範囲図（国土交通省国土地理院の数値地図を基に作成）
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図 1-026 資産拡大図（012 大浦天主堂）

012 大浦天主堂
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1.f 資産面積及び緩衝地帯の面積

構成資産面積：  5,569.34 ha

緩衝地帯面積：12,152.43 ha

合計：17,721.77 ha


